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　車輪との繰り返し接触により，レールにはシェリングと呼ば
れる転動疲労損傷が発生することがある。その対策として，適
度な摩耗の促進によって転動疲労層を自己除去する摩耗促進型
ベイナイトレールを開発した。そこで，実使用条件下で摩耗を
促進するための最適硬さの探索と耐シェリング損傷性の確認を

目的として，高・中・低硬度ベイナイトレールを実際に敷設し
て長期耐久試験を実施した。
　その結果，摩耗促進の目標値（普通レールの1.2倍）を満足す
るのは低硬度ベイナイトレールであること，さらに，低硬度ベ
イナイトレールの耐シェリング損傷性は普通レールよりも優れ
ていることが確認された。図1に摩耗推移の一例および表1に
シェリング損傷の発生状況を示す。なお，溶接部の凹凸進みに
ついては，高・中・低硬度ベイナイトレールいずれも特に問題
ないことが確認された。
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図1　摩耗推移

表1　シェリング損傷の発生状況

摩
耗
量（
m
m
）

累積通過トン数（MGT）

普通レール（比較材）
低硬度ベイナイトレール
中硬度ベイナイトレール
高硬度ベイナイトレール3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0
0 50 100 150 200 250 300 350

試験レール シェリング損傷

高硬度ベイナイトレール 発生

中硬度ベイナイトレール 発生

低硬度ベイナイトレール 未発生

普通レール（比較材） 発生


